
第９８回交流フロア運営会議（議事概要） 

 

１ 日時・場所 

 日時：２０２０年１月８日（水）１８：３０～２０：００ 

 場所：伊丹市立図書館ことば蔵 １階交流フロア 

 

２ 参加者数 １５名 

 

３ 会議内容 

 

＜新規提案＞ 

（１）本立ての作り方講座 

【概要】 

・全くＤＩＹをしたことがない方にもわかるように、本立てづくりに必要な寸法の測り方・板取り・

組み立て方の手順などを解説。材料を揃えるのは大変なので、実技は行わず講義を行う。 

・ものづくりに興味を持ってほしいという思いが背景にあり、できれば子どもたちに来てほしい。 

・所要時間は１時間３０分～２時間。 

・５月～６月頃に開催したい。 

 

【意見】 

・実際に紙の上で板取りの練習をしてみてはどうか。 

・子どもたちは聞いているうちに、やりたくなってくるのではないか 

→ダンボール（プラスチック段ボール）で練習してもらっても面白いのでは。 

・夏休みのワークショップとしても面白いと思う。夏にもぜひ開催してほしい。 

 

（２）ウィキギャップ 

【概要】 

・インターネット百科事典Wikipediaは自分で記事を書くことができるが、その執筆者は男性が多

く、日本でも男女比は男：女＝４：１ぐらいである。 

・ウィキギャップとは、その男性・女性の差（ギャップ）を減らす活動のこと。スウェーデン大使

館が力を入れている。大阪市立図書館などでも過去開催しており、ことば蔵でも開催したい。 

・あまり知られていない伊丹の女性を書きたいと思うが、そういう女性がいるのか、かつことば蔵

にその方の本があるかなど、司書さんと連携した事前準備が必要。 

・イベント概要は「伊丹で活躍されている女性の方の講演を聞く → ウィキペディアの書き方講

座 → 実際に記事を書く」という流れで開催したい。 

 

【意見】 

・図書館で開催するのだから、やはり司書の方と内容を煮詰めながら開催してほしい。 

・他の場所で開催した際には、スウェーデン大使館とのつながりがあったのか。 



→あった。スウェーデン大使館のガイドラインに則って開催すれば、後援の証明書がもらえる。 

必要であれば、大使館の会員が来てくれる（あいさつや講演をしてもらえるかも）。 

・持ち物は必要か。 

→基本的にはパソコン持参が望ましい。ただハードルが高いので、最悪スマートフォンは持って

きてほしい。 

・ウィキペディア初心者でも、書くことができるか。 

 →可能。新しい記事を書くだけではなく、既存の記事に肉付けする方が簡単なので、それもあり。 

 

（３）畳で百人一首大会 

【概要】 

・伊丹で畳店を長く営んでいるナガサワさんに畳を借りて、交流フロアに畳を引いて百人一首を開

催したい。また、畳の良さや機能性について知ってもらうために、講演も予定（交渉中）。 

・読み手も誰かにお願いして、ゲストとして来てもらえれば嬉しい。 

・日程は2月中旬から下旬の日曜日に開催したいが、畳店と調整中。 

 

【意見】 

・講演についても、せっかくなので畳の上で聞くことができれば面白いのではないか。 

・せっかく畳を引くのであれば、便乗して関連したイベントを開催できないか。 

・畳や日本文化に関する本も置いてみてはどうか。 

 

【課題】 

・下に滑り止めを引いたうえで百人一首をしないと、畳が滑ってしまう。養生方法は要検討。 

 

 

（４）「子ども減災インストラクター講座」 

【概要】 

・12月に開始した親子で減災講習会の第２弾を開催したい。 

・「シェイクアウト」、「避難行動」、「家具の固定」を知ることにより、インストラクターとして災害

に立ち向かう力を身に着けてほしい。 

・講習後に修了証を授与する予定。家族や友達に減災知識を広げ、多くの人へ防災意識を広げたい。 

 

【意見】 

・防災士とはどういうものかについて説明してはどうか。 

→様々な資格の種類があり、少し複雑なので説明は割愛したい。 

・小学生が対象であるが、低学年・高学年向けなどはあるのか 

→実際には応急手当などは高学年向けの内容が多いが、まずは興味を持ってもらうのが目的。 

・子ども対象に行うのは効果的。子どもの行動から親が学ぶこともある。子どもから親や家庭へ広

がっていってほしいと思う。 

 



＜実施報告＞ 

（１）クリスマスイベントinことば蔵 

・クリスマスカード作りは、小さい子どもたちとそのお母さんが一生懸命作ってくれていた。 

・オカリナ演奏も好評。70名弱の方に演奏を楽しんでいただいた。来年度も開催したい。 

 

（２）いたみアーカイ部（まちあるき） 

・加茂井を辿るまちあるきを開催。北伊丹～ことば蔵と、絹延橋～川西能勢口までの２回に分けて

実施した。調べた内容は１月以降の「いたみアーカイ部」にてまとめる予定。 

 

（３）言語聴覚士と吃音 

・吃音相談会は定員４名に対し６名の申し込みがあった。真剣に悩んでいる方が多く、開催するこ

との意義を改めて感じた。 

・吃音講座は部屋で行われることが多いなか、オープンなスペースで開催することで、一般の人が

興味を持ってくれたり、入りやすいという効果があった。 

 

（４）大人のための絵本ヒーリング ことば蔵で読み語り 

・年の瀬に合わせて「瀬」をテーマに開催。12月の金曜の夜という事もあり、参加者は10名程度。 

・絵本は小さい子どもだけの物ではなく、大人にこそ大切なことがたくさん載っていることを、こ

れからも伝えていきたい。 

 

（５）漫画を語ろう！ 

・「犬・猫が主人公の漫画」をテーマに開催。女性の方が１人、HPを見て新規で参加してくれた。 

・毎月新しい人が参加してくれている。次回は「最近連載した漫画」をテーマに開催。 

 

（６）伊丹のお酒すごろくを作ろう 

・貼っていくだけで伊丹の歴史・お酒が自然に分かるようになるすごろくを作成。子どもたちに遊

びながら学んでもらうことができた。 

・お正月に家庭ですごろくを遊んでもらうきっかけづくりになった。 

 

（７）夫婦で知ろう！産前産後の体の変化 

・10月に開催した講座の第２弾。男性・女性それぞれの目線から解説を行った。 

・抱っこ紐の正しい付け方などは、参加者からもとても好評だった。 

・第３弾の開催に向けて改善していきたい 

 

 

４ 次回の運営会議 ２０２０年２月５日（水）１８：３０～ 図書館ことば蔵１階交流フロア 

 


